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平成 30 年雄武町成人式
「
平
成
30
年
雄
武
町
成
人
式
」
が

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
男
性

21
人
、
女
性
26
人
合
わ
せ
て
47
人

が
参
加
し
、
成
人
の
仲
間
入
り
を

祝
い
ま
し
た
。
ス
ー
ツ
や
紋
付
き

袴
、
女
性
は
振
袖
姿
で
、
旧
友
と

の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。
式
典

で
は
豊
田
通
敏
教
育
長
が
「
一
日

一
日
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
成
長

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、

こ
れ
か
ら
十
年
後
、三
十
歳
に
な
っ

た
自
分
は
ど
う
な
っ
て
い
た
い
の

か
、
そ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
こ
と
を

し
た
い
の
か
、
夢
を
描
い
て
く
だ

さ
い
」
と
新
成
人
を
激
励
。

新
成
人
代
表
の
一
ノ
戸
千
尋
さ

ん
が
「
私
た
ち
が
こ
う
し
て
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

家
族
の
大
き
な
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
二
十
年

間
私
た
ち
を
い
つ
も
応
援
し
て
く

れ
て
い
た
両
親
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
た
今
、
大

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任

あ
る
社
会
人
と
し
て
常
に
前
向
き

に
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
成
人

を
迎
え
た
感
謝
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

式
の
中
で
は
、
実
行
委
員
会
に

よ
り
、
小
中
高
の
思
い
出
の
写
真

を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ

れ
、式
典
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
友
達
と
思
い
思
い
に
写
真

を
撮
り
、
会
話
に
は
花
が
咲
き
、

思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

OUMU coming of age ceremony



（恵庭市在住・男性・北海道ハイテクノロジー専門学校在学）

（本別町在住・男性・北海道立農業大学校在学）

Q．今の学校や職業を選んだ理由を教えてください
A．酪農を学ぶため

Q．将来、雄武町に帰ってくる予定はありますか
A．ある方です。地元に貢献したい

Q．本日の衣装はなぜ選んだのか教えてください
A．正装だから

地元に貢献したい

（恵庭市在住・女性・北海道ハイテクノロジー専門学校在学）

Q．今の学校や職業を選んだ理由を教えてください
A．やりがいの感じられる職業なので選びました

Q．将来、雄武町に帰ってくる予定はありますか
A．家族の近くにいると甘えてしまうので戻りたくないです。

Q．本日の衣装はなぜ選んだのか教えてください
A．母が気に入った衣装なのでこれに決めました。

母が気に入った衣装で

Q．今の学校や職業を選んだ理由を教えてください
A．夢だったから。地域の皆さんに一番貢献できると思った

  から。

Q．将来、雄武町に帰ってくる予定はありますか
A．雄武の近くで暮らしたい。老後に住みたい。

Q．本日の衣装はなぜ選んだのか教えてください
A．スーツの方が当日楽だと思ったから。

雄武町の近くで暮らしたい

3

20

3

ある なし 雄武町在住

3

11 11

1

購入 レンタル おさがり その他

スーツ

21人

袴

3人

振袖

23人

10

7

2 2

ある なし 雄武町在住 未定

定年後

5人

卒業後

3人

20代
2人

30代
2人

未定

6
5

10

4

1

大学 社会人 専門学校 短大 その他

10

8

3

大学 社会人 専門学校

アンケート 新成人 47 人に聞きました

雄武町に帰ってくる予定はありますか

男性

現在の暮らしている場所と進路

衣装は何を着てきましたか 衣装はどうやって用意しましたか

帰ってくるとしたらいつくらいですか女性

男性 女性

女性
男性 女性

町外で暮らしている新成人
が大半で、町内に残っている
のはわずか 5 人でした。

大学や専門学校への進学が
多いことが理由なのかもしれ
ません。

都会で生活を希望する若者
が多いとの予想をしていまし
たが、以外にも 13 人が「帰
る予定がある」と回答。

特に男性が 10 人と多かっ
たのが印象的でした。

男性はスーツ、女性は振袖
が大多数を占めました。

数は少ないですが、男女と
もに袴を着用した人もいて、
会場に華を添えていました。

スーツが多い男性は購入、振
袖が多い女性はレンタルやおさ
がりが圧倒的に多い結果となり
ました。

振袖はレンタルでも高額にな
るため、おさがりを活用する新
成人も多いのでしょうか。

１人

OUMU coming of age ceremony

町外

42人

町内

5人

20

1

スーツ 袴

男性

1
2

23

スーツ 袴 振袖

購入

19人

レンタル

12人

おさがり

12人

その他

4人

16

1 1

3

購入 レンタル おさがり その他



6

平
成
30
年
度
新
入
学
児
童
の
紹
介

本年４月に町内の小学校へ入学するお子さんを調査しましたのでお知らせしま
す。該当児童の保護者は、次の事項に留意してください。なお、氏名は承諾をいた
だいた人のみ掲載しています。

・入学該当者は、23 年４月２日から 24 年４月１日生まれの児童です。
・ 入学該当者が病気やその他の理由で就学が困難な場合は、医師の診断書、または

児童相談所長の発行した判定書など、その他参考となる書類を持参し、教育委員
会へご相談ください。

・ 教育委員会が調査した日（１月 11 日）以後に転出や住所変更、戸籍の異動など
が生じたとき、または住民基本台帳に未登録（未届け）の場合は、直ちに役場住
民生活課戸籍住民係で手続きを済ませ、教育委員会へご連絡ください。

・ 経済的理由により、学用品の購入などで心配な人は、教育委員会にご相談ください。
・ 入学通知については、先に新入学児童全員の保護者宛てに送付していますが、入

学通知が届いていないなどがありましたらご連絡ください。なお、今後における
入学手続きなどについては、入学する学校から連絡があります。

◎
学
校
別
入
学
予
定
児
童
名
（
敬
称
略
）

☆
雄
武
小
学
校
☆
（
28
名
）

   

・
澤
村

唯
笑

・
池
田

疏
羅

・
及
川

歩

・
高
宮

葵

・
中
上

凜
士

・
橋
田
愛
乃
音

・
山
崎

璃
音

・
手
嶋
し
ず
く

・
福
田

悠
月

・
山
本

稟

・
澤
田

結
真

・
長
田

悠
聖

・
谷
山

蓮

・
加
藤

隼

・
池
田

翠
仁

・
後
藤

杏
理

・
髙
野

陽
菜

・
石
井

陽

・
佐
藤

雅

・
鈴
木

羽
雲

・
前
田

心
奈

・
松
永

瑠
奈

・
村
田

尋

・
安
本

雲
翔

・
大
和
田
姫
菜

・
小
野
優
里
波

・
永
井

悠
介

・
片
川

力
駆

☆
沢
木
小
学
校
☆
（
４
名
）

   

・
藤
島

未
羽

・
加
賀

柚
妃

・
佐
々
木
莉
緒

・
谷
平

桜
優

☆
共
栄
小
学
校
☆
（
１
名
）

   
・
石
村

希
依

☆
豊
丘
小
学
校
☆
（
１
名
）

   

・ 
工
藤

衣
咲

問
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
教
育
総
務
係

ごみの適切な処理のお願い

雄武町内にはごみステーションを約 350 基設置しており、燃やせる
ごみ・生ごみは週２回収集し、燃やせないごみ・資源ごみは週１回収
集しています。

・雄武町のごみ分別方法に従って正しく分別してください。
雄武町は、燃やせるごみと燃やせないごみを最終処分場にて埋立処理をしています。

汚れたごみは燃やせないごみとして収集していますが、汚れていても洗えば資源ごみとなるものもあ
ります。燃やせるごみや燃やせないごみを適正に分別し、資源ごみとして出すことにより、まだまだ
ごみは減量できます。正しい分別をすることは、最終処分場での埋立処理を少しでも長く継続させる
ことにつながります。
・収集日を守って、出してください。

収集するごみの種類は、地区毎に曜日を定めています。収集しないごみをステーションに入れると、
収集するはずのごみが入らない場合もあります。
・決められたごみステーションに収集の日の朝に出してください。

ごみステーションの設置は、町と各自治会長との話し合いを行い、設置場所を決めています。
ごみは自宅付近のごみステーションに出してください。決して他のごみステーションには出さないで
ください。なお、ごみを出すのは、収集日の朝としています。

特に『生ごみ』は、収集後、破砕機を使い処理していますが、この時期は生ごみが凍りやすく、生
ごみが凍っていると、破砕機の故障の原因となります。

◉引越しごみは処理施設へ直接持ち込みを
これから転勤等による引越しごみが大量に発生する時期となります。

引越しごみを「ごみステーション」に搬出すると他の利用者のごみが入らない、収集車に収集ルートのごみ
を載せることができない等、日常のごみ収集に大きな支障を来たしてしまいます。

このことから、引越しごみについては、適正に分別したうえで、搬出者が直接、処理施設へ搬入してください。
※搬入車両を手配できないなど、直接搬入が困難な場合は、一般廃棄物の収集運搬許可業者である雄武自工㈲へ依頼

してください。（有料）

処理施設および搬入可能時間

※ 80 円／ 10㎏の処理手数料を処理場でお納めください。
※粗大ごみは、焼却処理場で廃木類として処理できるものもあります。
※粗大ごみは種類によって、処理方法が異なるものがあるため、粗大ごみを直接搬入する場合は、焼却処理場にて選

別を行った上で最終処分場へ搬入してください。

「分ければ資源、混ぜればごみ」です。最終処分場を少しでも長く使えるように、最終処分 
 場への埋立処理量の減量化にご理解とご協力をお願いいたします。

問住民生活課環境衛生係

搬入できるごみ 曜 日 時 間

焼却処理場
（中雄武）

資源ごみ ( びん、ペットボトル、プラスチックごみ、
空き缶、紙パック、新聞紙、雑誌、ダンボール )、
生ごみ、廃鉄類、廃木類 月曜日から金曜日

※祝日も通常どおり搬入できます。

９時～ 16 時 00 分

最終処分場
（雄武ダム手前）

燃やせるごみ、燃やせないごみ、
焼却処理場で処分できない粗大ごみ ９時～ 15 時 30 分

◉ごみステーションは正しく利用を
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↑みんなで一緒に雑巾掛けをする様子

ピカピカ大掃除

１年間の汚れを綺麗に
いつも児童センターを利用している子どもたちが、

日頃の感謝の意味を込め大掃除を実施しました。子ど
もたちは手分けして館内の掃除を開始。手すりを掃除
していた子どもたちは「思ったより汚れていてびっく
り」と言いながら一生懸命に拭いていました。最後に
は、全員で床の雑巾掛けをし、綺麗な館内を見て「疲
れたけど、がんばってよかった」「綺麗になってうれ
しい」と満足げに話していました。

12/
29

↓中川原町長 ( 左）と感謝状を持つ花田一夫氏 ( 右 )

花田一夫氏が、議員を退任された
ことを機に町に 2,700 万円の寄附を
行ったことに対して、町から感謝状
が贈呈されました。
花田氏は「議員になった時から雄

武町に寄附をするために、年100万
円を積み立ててきました」「私も建設
に関わった、ホテル日の出岬のため
にソーラー発電設備の建設費用とし
て使っていただきたい」と話しまし
た。
中川原町長は「ご希望に添える形

で、使用させていただきます」と、
建設に尽力することを約束しました。

1/
21

冬季めだか塾

飛べ！下敷きスキー
子ども育成会主催の冬季めだか塾「下敷きスキー大
会」が町民センターで行われました。
子どもたちはプラスチックを細長く切ったスキー板
に好きなイラストを描き、重りの位置を調整して自分
だけのオリジナルスキーを作りました。その後会場を
外に移し、雪山のジャンプ台では３ｍを超える記録も
飛び出しました。最後に餅つきも行われ、子どもたち
は充実した一日を過ごしていました。

↓下敷きスキーを作る参加者

寄附に対する感謝状贈呈12/
27 雄武町のために

まちのできごと

↑うつ病について説明する吉岡准教授

町民大学1/
23

1/
１

ホテル日の出岬元旦イベント

ワクワク、ビックリ !
ホテル日の出岬で元日イベントが開かれ、町民や町
外からの宿泊客などがもちつきなどを楽しみました。
併せて「世界一下手な手品師Mr. ゼロマジック

ショー」が開催され、ひもや鉄の輪などを使ったマジッ
クを披露。ショーの中では、マジックのタネをばらし
てしまうといった愉快なトークに、会場からは大きな
笑いや拍手が送られていました。

↑チューブ滑りを楽しむ子どもたち

こども冬まつり

こども冬まつりが旭日公園を会場に行われ、多くの
子どもたちが、かまくら作りやスノーラフティングなど
の冬の遊びを満喫しました。中でも、大きなゴムチュー
ブに乗り、雪山から一気に滑り降りるチューブ滑りに、
子どもたちからは大きな歓声が上がっていました。お昼
にはボランティアによる温かいココアやシチューなど
も振る舞われ、子どもたちは寒さもものともせず、大い
に楽しんでいました。

1/
28

↓マジックを成功させてポーズをとる子どもたち

心の病にならないために

寒さに負けず

1/
4

雄武消防団出初式

地域の見守りに協力

↓分列行進をする団員たち

雄武消防団による伝統の出初式が行われました。消
防団は錦町の海岸線から迫力ある分列行進を披露し、
その後支署内に場所を移し、消防活動に尽力した団員
らの表彰を行いました。中川原町長は「消防団の原動
力は郷土愛。安心して暮らし続ける地域づくりに一層
の活躍をしてください」と激励の言葉を贈りました。
参加した団員たちは、町民の生命と財産を守るという
使命感を胸に、防災への誓いを新たにしていました。

町民大学の第5講が町民センターで開かれ、旭川医
科大学の吉岡英治准教授が「働く人のメンタルヘルス」
と題して講演を行いました。吉岡准教授は「うつ病は
誰にでもかかる病気です。予防にはストレスへの気づ
きが重要になりますが、自分で気づくのは難しいもの
なので、同僚や家族でお互いに気づき合ってほしい」
と説明。参加者は、熱心にメモを取り、真剣に講義を
受けていました。
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情報ひろば情報ひろば
平
成
30
年
度
個
人
町
道
民
税
・
平
成
29

年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
を
実
施
し

ま
す
。

都
合
に
よ
り
対
象
地
区
の
指
定
日
に
申

告
で
き
な
い
場
合
は
、
3
月
6
日
以
降
の

他
の
日
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
だ
け
指
定
日
を
守
っ
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

主
な
申
告
対
象
者

・  

個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

・ 

2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受       

け
て
い
る
人

・ 

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
人

・ 

給
与
の
他
に
20
万
円
以
上
の
所
得
が
あ

る
人

・ 

地
代
、
家
賃
な
ど
に
よ
る
所
得
が
あ
る
人

・ 

生
命
保
険
の
満
期
等
の
一
時
金
が
あ
っ 

た
人

《
注
意
》 

年
金
の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
で
も

住
民
税
申
告
は
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
担
当
係
ま
で
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
等

・ 

給
与
・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・ 

生
命
保
険
料
・
地
震
損
害
保
険
料
等
の

控
除
証
明
書

・ 

社
会
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証

明
書（
国
民
年
金
保
険
料
、国
保
税
な
ど
）

・  

印
鑑

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど
）

・ 

還
付
申
告
の
人
で
口
座
振
込
を
希
望
す

る
場
合
は
、
口
座
番
号
等
が
わ
か
る
も
の

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費

の
明
細
・
証
明
書

※
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
、
医
療
機
関

ご
と
に
必
ず
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
専
用
の
用
紙
は
課
税
係
に
あ
り
ま
す
。）

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医

療
費
通
知
を
添
付
す
る
と
、「
医
療

費
控
除
の
明
細
」
の
記
入
を
省
略
で

き
ま
す
。

・ 

初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人
は
、登
記
簿
謄
本
又
は
抄
本（
登

記
事
項
証
明
書
）・
請
負
等
契
約
書
の

写
し
・
住
民
票
の
写
し
・
金
融
機
関
等

か
ら
交
付
を
受
け
た
年
末
残
高
等
証
明

書
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他

紋
別
税
務
署
に
よ
る
雄
武
町
内
で
の
申

告
相
談
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
分
離

課
税
（
譲
渡
申
告
（
土
地
や
建
物
、
株
式

等
の
資
産
を
譲
渡
し
た
人
）
な
ど
）
や
、

贈
与
（
相
続
）
申
告
の
あ
る
人
等
は
、
直

接
、
紋
別
税
務
署
に
お
い
て
申
告
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、収
支
計
算
書
（
営
業
、不
動
産
）

の
作
成
を
要
す
る
申
告
に
つ
い
て
も
紋
別

税
務
署
に
お
い
て
申
告
さ
れ
る
よ
う
ご
案

内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
事
業
所
得
者
の
領
収
書
や
医
療
費
控
除

の
領
収
書
等
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
整
理
し
て
各
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
中
12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
昼

平
成
29
年
度
住
民
税
申
告
受
付

税

金

月 日 対 象 地 区 受 付 時 間 申 告 会 場

2 月 16 日㈮ 上沢木、新沢木、元沢木
9 時 30 分～ 12 時 00 分

13 時 00 分～ 15 時 00 分

沢木住民センター

2 月 19 日㈪ 幌内全域、音稲府 幌内歴史と生活の家

2 月 20 日㈫ 魚田、豊丘、青葉 音稲府地域住民センター

2 月 21 日㈬ 栄丘、東浜町、旭町、錦町、
栄町

  9 時 00 分～ 12 時 00 分

13 時 00 分～ 15 時 00 分
役場庁舎「別館」

１階 大会議室

2 月 22 日㈭ 共栄、中雄武、上雄武、
新日の出町

2 月 23 日㈮ 開生、日の出仲町、
日の出北町

2 月 26 日㈪ 本町、宮下町、幸町

2 月 27 日㈫ 末広町一区

2 月 28 日㈬ 末広町二区

3 月 1 日㈭ 潮見町

3 月 2 日㈮ 新町、緑町

3 月 5 日㈪ 港町、北浜町、曙

3 月 6 日㈫～
3 月 15 日㈭

※平日のみ
未申告者など

食
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
に
は
貴

重
品
が
あ
る
た
め
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
課
税
係

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

実施日程一覧表
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広
報
お
う
む
11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
町
で
は
、
高
齢
者
等
の
冬

の
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
対
象
世
帯
に

１
万
５
千
円
分
の
助
成
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

昨
年
の
11
月
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
受
付
期
間
が
２
月
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、お
早
め
に
申
請
願
い
ま
す
。

対
象
世
帯

29
年
度
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
29
年

11
月
１
日
現
在
、
雄
武
町
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
・
福
祉
施
設
等
入
所
者

世
帯
・
医
療
機
関
入
院
世
帯
は
除
く
）

・  

70
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

・ 

障
害
者
手
帳
（
身
障
１
～
２
級
・
療
育

Ａ
判
定
・
精
神
１
級
）
を
持
っ
て
い
る

人
が
い
る
世
帯

1
月
に
白
寿
（
99
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た

萬
谷
千
代
子
さ
ん
に
、
町
長
か
ら
祝
金
と

祝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
ご
本
人
の
ご
希
望
に
よ
り
写
真
掲
載
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

・ 

誕
生
日
が
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯

助
成
額

１
万
5
千
円
分
の
助
成
券
（
千
円
×
15

枚
）

助
成
券
で
購
入
で
き
る
品
目

灯
油
、
石
炭
、
薪
、
暖
房
器
具
、
冬
用

衣
料
、
防
寒
具

受
付
終
了
日

30
年
２
月
28
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

受
付
場
所

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
窓
口

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

  Information

平成 30年度

若草保育所入所申し込み
新規に入所を希望する児童だけでなく、現在も入所

し、4 月以降も引き続き入所を希望する児童も、再度、
申込が必要になります。

申込受付期間
２月７日㈬～２月 26 日㈪

入所の基準
町内に住む、生後６か月から小学校入学前の乳幼児

で、仕事や出産、病気や障害、介護等の理由で家庭で
の保育ができない場合に限ります。
※３歳以上の児童は、保護者の就労状況等に関わらず

「短時間保育」として入所することができます。

提出書類
・入所申込書説明会の日から保育所で配付します。
・保育が必要な理由を証明するもの就労証明書など
・29 年１月２日以降に雄武町に転入された人は、前住

地で発行する「平成 29 年度市町村民税課税証明書」
の写し

※マイナンバー制度の開始に伴い、入所申込書に「個
人番号」の記載と提出時の本人確認が必要となります。

申込書提出先
若草保育所 児童保育係

問若草保育所児童保育係
☎ 84 ‐ 2326

社
会
福
祉

冬
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

白
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
祝
い
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※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
安
心
便

利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

２
月
19
日
㈪

問
税
財
管
理
課
管
財
係

住

宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
新
規
）

3戸
１ＬＤＫ

平成5、6年建設
家賃 30,000円

サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ
入
居
者
募
集

入
居
資
格

 ・ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
有
す

る
こ
と
と
な
る
人

 ・
満
35
歳
未
満
の
独
身
勤
労
者

 ・ 

町
税
な
ど
滞
納
が
な
い
人

申
込
方
法

・ 

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す

る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・ 

平
成
29
年
１
月
１
日
に
他
市
町
村
に
お

い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
、
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
、
市
町
村
税

課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書
な
ど
の
直

近
１
年
分
の
所
得
が
分
か
る
も
の
と
、

納
税
証
明
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
申
し
込
み
の
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ
の
情
報
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込

用
紙
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
継
続
）

家
賃
算
定
に
係
る
所
得
基
準

一
般
世
帯
の
所
得
基
準
の
上
限
は
政
令
月

収
で
15
万
８
千
円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
９
千

円
。
家
賃
は
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

※ 

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
１
年
間

の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自
営
業

者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必
要
経
費

を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除
等
を
差

し
引
い
た
額
を
12
で
除
し
た
も
の
で
す
。

旭日団地

潮見団地幌内団地

魚田団地

団地名 間取り 戸数 家 賃 単身

新規
沢木 ２LDK 1 18,900～ 43,500 可

緑町 ３LDK 1 20,900～ 48,000 不可

継続

旭日 3LDK 2 21,000～ 54,800 不可

新日の出
2LDK ３ 22,800～ 52,400 不可

3LDK 1 27,100～ 62,300 不可

潮見 3LDK 2 16,500～ 40,000 不可

魚田 3DK 2 9,100～ 17,700 可

幌内 3LDK 3 7,800～ 20,700 可

※ 

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳
以

上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、
障

害
者
（
障
害
の
程
度
に
よ
る
）
が
い
る

世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、
婚
姻
後
2

年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳
未
満
の
世
帯

（
小
学
生
以
下
の
児
童
が
い
る
場
合
も
可
）

な
ど
で
す
。

申
込
方
法

・ 

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す

る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
平
成
29
年
１
月
１
日
に
他
市
町
村
に
お

い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
、
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
、
市
町
村
税

課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書
な
ど
の
直

近
１
年
分
の
所
得
が
分
か
る
も
の
と
、

納
税
証
明
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

新日の出団地

・ 

申
し
込
み
の
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
営
住
宅
の
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心
便

利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

選
考
方
法

・ 

申
込
者
多
数
の
時
は
、
住
宅
困
窮
度
の
高 

い
方
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度
が
同

じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

・ 
町
税
等
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

新
規
募
集

２
月
19
日
㈪

継
続
募
集

随
時
受
付
（
問
い
合
わ
せ
時

に
募
集
を
終
了
し
て
い
る
場
合
が
有
り
ま
す
）

問
税
財
管
理
課
管
財
係

沢木団地

緑町団地

冬
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

沢
木
町
有
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格

・  

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
有
す  

  

る
こ
と
と
な
る
人
。

 ・ 

町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・ 

単
身
入
居
不
可

申
込
方
法

・  

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す
る
人

の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

平
成
29
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に
お
い

て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
、
当
該
市

町
村
で
発
行
さ
れ
る
、
市
町
村
民
税
課
税

証
明
書
・
所
得
証
明
書
な
ど
の
直
近
１
年

分
の
所
得
が
分
か
る
も
の
と
、
納
税
証
明

書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
有
住
宅
の
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

1戸
3ＬＤＫ

平成14年建設
家賃 34,400円

安

全

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

・
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害
に
な
り

ま
す
。

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
車
両
走
行
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、
通
行
す

る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を
妨
げ
、
交

差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
緊
急
車
両
の
活
動
を
防
げ
ま
す
。

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る
と
き

は
、他
の
車
両
が
通
行
不
能
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車

両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

・ 

歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐
車
車
両

の
直
前
や
直
後
か
ら
幼
児
、
児
童
の
飛
び

出
し
に
よ
る
事
故
や
夜
間
に
は
走
行
車
両

が
駐
車
車
両
に
気
付
か
ず
衝
突
す
る
な

ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

・ 

除
排
雪
作
業
な
ど
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
除
雪
車
の
進
行
や
除
排
雪

作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住
民
に
迷
惑
を
か

け
、生
活
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

ネ
ッ
ト
の
影
に
潜
む
サ
イ
バ
ー
犯
罪

あ

な
た
を
守
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
に
対
す
る
社
会

全
体
の
対
処
能
力
の
強
化

「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
と
し

た
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
蔓
延
、
不
正
ア
ク

セ
ス
事
案
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
詐
欺

等
、
国
民
生
活
を
脅
か
す
サ
イ
バ
ー
犯
罪

の
危
険
性
が
社
会
全
体
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
次
の
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
ウ
イ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

・ 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）
や

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
の

状
態
に
し
て
お
く
。

・ 

身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ

イ
ル
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
開
か
な
い
。

・ 

不
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
信
頼
の
お
け

な
い
サ
イ
ト
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
な
い
。

・ 

定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
を
保

存
す
る
。

・ 

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
自
分
自
身
で

し
っ
か
り
管
理
す
る
。

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買
い
物
で

は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
本
物
か
ど
う
か
よ

く
確
認
す
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
一
つ
の
対

策
を
講
じ
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
複
数
の
対
策
を
併
用
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ
う
な
危

険
や
障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

「
や
め
ま
し
ょ
う

み
ん
な
が
困
る

迷
惑
駐
車
」

・
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況
を
事

前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

出
発
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転
を

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
路
面
状
況
に
あ
わ

せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ

レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作

は
ス
リ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
早
め
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、

慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
に
注
意

雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
な
ど
で

は
、
危
険
を
予
測
し
て
徐
行
と
安
全
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
悪
天
候
に
注
意

吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の
運
転

は
、
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
不
要
な
外
出

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、

事
前
に
道
路
情
報
を
確
認
し
防
寒
具
や
ス

コ
ッ
プ
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０
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そ
の
他

環
境
衛
生

保

健

北
海
道
で
は
小
児
患
者
の
時
間
外
受
診

の
緩
和
、
保
護
者
の
育
児
不
安
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急

な
病
気
や
け
が
な
ど
の
際
に
、
電
話
に
よ

り
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
助
言
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
小
児
救
急
電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気
や

け
が
な
ど
の
際
に
、
看
護
師
や
小
児
科
医
師

が
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
に
対
し
、
電
話
に

よ
り
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
受
付
時
間

19
時
か
ら
翌
朝
８
時

相
談
電
話
番
号

道
内
ど
こ
か
ら
で
も

「
♯
８
０
０
０
」
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
ひ
か
り
電
話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ

Ｓ
か
ら
は
「
＃
８
０
０
０
」
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
０
１
１
‐
２
３
２
‐

１
５
９
９
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

医
師
が
直
接
診
察
し
て
治
療
を
行
う
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
電
話
に
よ
る
家

庭
で
の
一
般
的
対
処
な
ど
に
関
す
る
助
言

を
行
う
も
の
で
す
。
緊
急
性
の
あ
る
子
ど

も
の
た
め
の
電
話
相
談
で
す
の
で
、
育
児

相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
局

地
域
医
療
課

☎
０
１
１
‐
２
３
２
‐
４
１
１
１

北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業

交
通
事
故
の
援
護
制
度

交
通
事
故
被
害
者
世
帯
の
皆
さ
ま
に
次

の
よ
う
な
援
護
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
（
無
利
子
）

対
象

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
保
護
者
の
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

重
い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご

家
庭
の
お
子
様
で
、
0
歳
か
ら
中
学
卒
業

ま
で

貸
付
金
額

一
人
に
つ
き
最
初
一
時
金

15
万
5
千
円
、
以
後
月
額
2
万
円
ま
た
は

1
万
円(

選
択
制)

、
小
・
中
学
校
入
学

時
に
入
学
支
度
金
4
万
4
千
円

返
還
方
法

貸
付
終
了
後
、
原
則
と
し
て

20
年
以
内
の
月
々
均
等
払
い
に
よ
り
返
還

※
高
校
、
大
学
等
に
在
学
中
は
返
還
猶
予

が
可
能
で
す
。

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

対
象

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器

に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
人
（
自
損・他
損
は
問
い
ま
せ
ん
）

支
給
額

月
額
２
万
9
２
９
０
円
～

13
万
６
８
８
０
円
の
範
囲
で
、
障
害
の
程

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
39
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
、
雄
武
町
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
（
素
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
一
般
廃
棄
物
の
発
生
量

お
よ
び
処
理
量
の
見
込
み
、
一
般
廃
棄
物

の
抑
制
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事
項
等

を
記
載
し
た
計
画
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
皆
さ
ま
か
ら
、

こ
の
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
ご
意
見
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間

２
月
28
日
㈬

素
案
の
配
備
場
所

・ 

役
場
庁
舎
１
階

住
民
生
活
課
窓
口

・ 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
方
法

・ 

郵
送
の
場
合

住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
宛

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

ＦＡＸ
８
４
‐
２
８
４
４

・
メ
ー
ル
の
場
合

kankyo@
tow

n.oum
u.hokkaido.jp

※
以
上
の
内
容
は
雄
武
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

雄
武
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
募
集

度
や
介
護
費
用
の
支
出
に
応
じ
て
支
給

※
「
短
期
入
院
」
費
用
も
別
途
支
給

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
労
災
の
介
護
給

付
等
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

旭
川
支
所

☎
０
１
６
６
‐
４
０
‐
０
１
１
１

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国

民
の
皆
さ
ま
に
国
有
林
の
役
割
や
現
状
等

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
民
の

幅
広
い
意
見
を
把
握
し
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
役
立
て
る
た
め
、
平
成
30
、
31
年

度
の
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

依
頼
期
間

30
年
４
月
～
32
年
３
月
（
2

年
間
）

依
頼
内
容

国
有
林
や
森
林
・
林
業
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
。

モ
ニ
タ
ー
会
議・現
地
見
学
会
へ
の
出
席
。

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
意
見
・

提
言
な
ど
の
提
出
。

応
募
資
格

北
海
道
に
在
住
で
、
国
有
林

に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
（
30
年
４
月

１
日
時
点
）
の
人
。

※
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
議
員
、
地
方
公

共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
、
林

野
庁
Ｏ
Ｂ
、
森
林
・
林
業
担
当
の
自
治
体

職
員
お
よ
び
平
成
28
、
29
年
度
に
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
で
あ
っ
た
人
は
除
き
ま
す
。

募
集
期
限

２
月
23
日
㈮
（
必
着
）

問
林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課 

☎
０
１
１
‐
６
２
２
‐
5
２
２
８

問
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
保
健

環
境
部
紋
別
地
域
保
健
室
企
画
総
務
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
の
募
集

  問い合わせ 役場 ☎ 84 － 2121 保健福祉課 ☎ 84 － 2023 地域包括支援センター ☎ 84 － 4495 教育委員会 ☎ 84 － 4240

  Information

日 程 2 月 14日㈬まで（1日 10名限定）
料 金 お一人様 5,000 円（要予約）
この機会にご夫婦、恋人同士で贅沢なディナータイムを過ごしませんか。

オホーツク温泉ホテル日の出岬 ☎ 85‐ 2626

ホテル日の出岬からのお知らせ

2月もイベントが盛りだくさん

ホテル日の出岬カラオケ大会

流氷が近づき寒さに厳しさが増してきている今日このごろ、皆さまは風邪
など引いていませんか。ホテルでは1月に「第2回雪上ブルームボール大会」
を開催しました。ご参加、ご協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。

レストラン「藍」のおすすめ

↑ミックスフライ定食 1,200 円

冬
季
の
岸
壁
は
滑
り
や
す
く
、
サ
ロ
マ
湖

な
ど
の
氷
上
は
氷
の
薄
い
場
所
や
春
先
の
融

け
始
め
な
ど
で
落
水
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
釣
り
を
す
る
際
に
は
、
転
落
や
落
水

に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
、
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
を

心
掛
け
て
安
全
な
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

安
全
な
釣
り
を
楽
し
む
た
め
に

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に
よ
る

疾
病
の
補
償
・
救
済

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
暴
露
作
業
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す

自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本

・ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
（
浮

力
の
確
保
）

・ 

携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
の
確
保

（
防
水
型
・
防
水
パ
ッ
ク
活
用
）

・ 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番
（
緊
急
電
話

の
活
用
）

問
紋
別
海
上
保
安
部

☎
０
１
５
８
‐
２
７
‐
５
２
５
０

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
ま
た
は

労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
下
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

期間限定バレンタイン洋風特別ディナー

入浴券とお食事のセット
入浴券とお食事のセットを 1,000 円でご利用いただけます。

メニューは下の 2品からお選びいただけます。

↑鍋焼きうどん     ↑帯広風豚丼

大好評企画「本格握り寿司フェア『三郎鮨』」
皆さまから大変ご好評いただいております「本格握り寿司フェア『三

郎鮨』」を下記の日程で実施します。
日 程 2月18日㈰、3月18日㈰、4月15日㈰12時から（各先着30名）

2種類のプランからお選びいただけます。
A プラン 4,500 円 B プラン 5,500 円
皆さま是非とも歓送迎会にホテル日の出岬をご利用下さいませ。
また送迎も 15名様から承っております。	

歓送迎会のご予約

↑カツスパ 1,050 円

日 程 3 月 21日㈬ 12時からの予定
参加チケット お一人様 1,000 円 ( 入浴券、弁当付き )
出場される方はもちろん、出場されない（観覧、応援）方もご購入い
ただけます。前売りチケットはホテルにて販売中！皆さまのご参加お
待ちしております。
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雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）
休館日 月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

波乱に満ちながらも慎ましく温かい生
涯を送ったマリカのそばには、いつも
美しいミトンがあった。モデルとなっ
た国ラトビアを旅するイラストエッセ
イも収録された、小説と版画が紡ぎだ
す愛しい物語。

アイスクリームパーラーをのぞいてい
たノラネコぐんだんが、空っぽのアイ
スの入れ物を見つけました。その中に
入って、アイスのくにのアイスクリー
ム工場に潜入したけれど…？ノラネコ
軍団の魅力全開のシリーズ最新巻！

今月の新着図書 Newly-imported books

砂上（桜木紫乃）・ダブル ･ フォールト（真保裕一）・
わろてんか 上（吉田智子）・お先に失礼します！

（中村一）・守教 上下（帚木蓬生）・崩れる脳を抱
きしめて（知念実希人）・かるい生活（群ようこ）・
ありがとうのかんづめ（俵万智）・小さな鍋で絶
品おかず（石澤清美）・白に染まる（中島要）・Q
＆ A 生活保護手帳の読み方 ･ 使い方（吉永純）・
Q ＆ A 生活保護ケースワーク支援の基本（全国
公的扶助研究会）・有期契約労働者の無期転換ルー
ル・障害年金相談対応マニュアル 他

灼熱の時代（とき）5（西川秀明）・ゴールデン
カムイ 11（野田サトル）・ちはやふる（末次由紀）・
百姓貴族 5（荒川弘）・金田一少年の事件簿 R13（天
樹征丸）・しずくちゃん 29（ぎぼりつこ）・くま
せんせいがねているうちに（すとうあさえ）・いっ
せーのばあ（新井洋行）・どっちが強い！？オオ
カミ vs ハイエナ・ぼく、仮面ライダーになる！
ビルド編（のぶみ）・がちょうのたんじょうび（新
美南吉）・あんみつひめさま（さとうめぐみ）・ケー
キちゃん（さとうめぐみ） 他

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

ミ・ト・ン

小川 糸 /文 平澤 まりこ /画

ノラネコぐんだん
アイスのくに

工藤 ノリコ

今月のおすすめ情報 Recommended information of this month

雄武町観光協会主催「2017 年フォトコンテスト」入賞作品のパネル展示を行います。
雄武町内外の皆さんが写真に収めた「雄武町の魅力」をこの機会に
ぜひご覧ください。
また、写真に関する図書の展示も行いますので、ご利用ください。

期 間 2 月 15 日㈭～ 3 月 15 日㈭
場 所 雄武町図書館

※展示中の関連図書は、貸出できます。

2月企画展示「雄武町フォトコンテスト入賞作品展」を開催します

暮らしの

年金情報
国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 50 円割引される「早

割制度」や、現金納付よりも割引額が多い「６か月前納」「１年前納」「２年前納」もあり大変お
得です。

口座振替をご希望の人は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希
望の金融機関または北見年金事務所へお申し出ください。
問北見年金事務所国民年金課
☎０１５７ ‐ ２５ ‐ ９６３５（自動音声案内２→２）

国民年金保険料は口座振替がお得です

年金相談の事前予約制の実施

これまで老齢年金を受け取るには資格期間が原則として 25 年以上必要でしたが、29 年 8 月
1 日からは、資格期間が 10 年以上あれば老齢年金を受け取ることができるようになりました。

資格期間が 10 年未満の人へ日本年金機構から「年金加入期間確認のお知らせ（案内）」を送
付しています。お手元に届いたら必ずご確認ください。
資格期間とは

・国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間
・サラリーマンの期間（船員保険を含む厚生年金保険や共済組合等の加入期間）
・年金制度に加入していなくても資格期間に加えることができる期間

これらの期間を合計したものが「資格期間」です。資格期間が 10 年（120 月）以上あると、
年金を受け取ることができます。
※年金の額は納付した期間に応じて決まります。40 年間保険料を納付された人は、満額を受け

取れます。（10 年間の納付では、受け取る年金額が概ねその４分の１になります）
問北見年金事務所お客様相談室
☎０１５７ ‐ ３３ ‐ ６００７（自動音声案内１→２）

資格期間が 10 年以上となれば、老齢年金を受け取れるようになりました

北見年金事務所での年金相談については、30 年４月からすべてのお客様より事前に予約を頂
いたうえで相談を行う予定としております。

予約をご利用いただくことで、お待ちいただくことがほとんどなくなるうえ、事前に相談内容
に合わせた準備を行うことで相談時間も短縮し、より良質なサービスを受けていただくことが可
能となりますので、ご協力のほどよろしくお願いします。
問北見年金事務所お客様相談室
☎０１５７ ‐ ３３ ‐ ６００７（自動音声案内１→２）
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命平
成
20
年
9
月
、
私
は
人
と
し
て
一
番
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
も
関
係
の
な
い
人
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
と
い
う
凶
悪
事
犯
で
。

そ
の
日
は
、
友
人
と
夜
８
時
く
ら
い
か
ら
お

酒
を
飲
み
始
め
、
次
の
日
が
休
み
と
い
う
こ
と

も
あ
り
時
間
に
関
係
な
く
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

朝
方
4
時
ぐ
ら
い
に
お
開
き
と
な
り
、
代
行
で

帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
友
人
と
一
緒

に
行
っ
て
い
た
の
で
、
家
の
近
く
で
降
ろ
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
自
宅
ま
で
歩
い
て
帰
る
途
中
、

当
時
付
き
合
っ
て
い
た
彼
女
と
話
が
し
た
く
な

り
、
電
話
で
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
し
ま
し
た
。

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
ど
う
し
て
も
彼
女
に
会

い
た
く
な
り
、
駐
車
場
に
止
め
て
あ
っ
た
自
分

の
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

私
は
、
「
今
か
ら
会
い
に
行
く
よ
」
と
彼
女

に
言
い
ま
し
た
。
彼
女
は
、
私
が
お
酒
を
飲
ん

で
い
る
の
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
止
め
ま
し
た
。

私
は
、
「
分
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
電
話
を
切

り
ま
し
た
が
、
全
然
分
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
今
か
ら
行
け
ば
ビ
ッ
ク
リ
す
る
だ
ろ

う
な
。
そ
れ
に
こ
の
時
間
帯
な
ら
警
察
も
い
な

い
だ
ろ
う
し
、
こ
れ
く
ら
い
の
酒
な
ら
大
丈
夫

だ
ろ
う
」
と
、
自
分
勝
手
な
思
い
込
み
と
甘
い

考
え
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
車
を
走
ら
せ
ま
し

た
。
車
を
走
ら
せ
て
間
も
な
く
す
る
と
、
仕
事

の
疲
れ
と
酒
の
影
響
で
眠
気
に
襲
わ
れ
、
ウ
ト

ウ
ト
し
始
め
ま
し
た
。
私
は
、
危
な
い
な
と
気

付
い
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
窓
を
開
け
た
り
、

頬
を
叩
い
た
り
し
な
が
ら
運
転
し
ま
し
た
。

「
も
う
少
し
だ
か
ら
」
と
。

一
瞬
視
線
が
下
に
下
が
り
「
ハ
ッ
」
と
思
い

前
を
見
た
時
、
車
が
目
の
前
に
あ
り
ま
し
た
。

私
は
反
対
車
線
に
飛
び
出
し
て
い
た
の
で
す
。

私
は
、
避
け
よ
う
と
夢
中
で
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、

ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
避
け
る

こ
と
は
出
来
ず
正
面
衝
突
し
ま
し
た
。
衝
突
の

衝
撃
は
相
当
な
も
の
で
し
た
が
、
私
は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
エ
ア
バ
ッ
ク
の
お
蔭
で
何
と
か
体
が

動
か
せ
る
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
車
の
ド
ア
も

開
い
た
の
で
私
は
す
ぐ
車
か
ら
降
り
て
被
害
者

の
方
の
車
に
駆
け
寄
り
ま
し
た
。
被
害
者
の
方

の
車
は
衝
突
の
勢
い
で
横
転
し
、
車
の
中
で
被

害
者
の
方
は
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
し
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
て
も
、
全
く

反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
急
い
で

自
分
の
車
に
戻
り
携
帯
電
話
で
救
急
車
と
警
察

を
呼
ぼ
う
と
し
ま
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の

場
に
い
た
方
達
に
救
急
車
と
警
察
を
呼
ん
で
も

ら
う
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
方

達
が
手
助
け
を
し
て
く
れ
、
横
転
し
て
い
た
被

害
者
の
方
の
車
を
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
も
被
害
者
の
方
に
声
を
掛
け
続
け
ま
し
た
。
し

か
し
、
反
応
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
救
急
車
と
警
察
が
来
ま
し
た
。
被

害
者
の
方
が
ま
だ
車
内
に
い
る
こ
と
、
事
故
の

状
況
や
飲
酒
運
転
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
、

私
も
病
院
へ
運
ば
れ
、
検
査
、
治
療
後
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
警
察
で
事
情
聴
取
を
さ
れ
て
い
る

間
も
ず
っ
と
「
と
に
か
く
命
だ
け
は
助
か
っ
て

ほ
し
い
。
神
様
ど
う
か
相
手
の
方
を
助
け
て
く

だ
さ
い
」
と
心
の
中
で
叫
び
続
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
祈
り
も
届
か
ず
警
察
か
ら
相
手

の
方
が
亡
く
な
っ
た
と
、
そ
の
日
の
内
に
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
、
頭
の
中

が
真
っ
白
に
な
り
、
「
自
分
は
人
と
し
て
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
。
何
も

関
係
の
な
い
人
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
た

だ
泣
く
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
動

車
運
転
過
失
致
死
及
び
道
路
交
通
法
違
反
が
私

の
罪
名
で
す
。
懲
役
２
年
6
月
の
判
決
が
下
り

ま
し
た
。

私
は
今
、
市
原
刑
務
所
で
受
刑
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
日
々
、
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、

反
省
し
、
被
害
者
の
方
、
ご
遺
族
の
方
へ
の
謝

罪
の
思
い
で
生
か
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

事
件
の
直
後
か
ら
拘
束
さ
れ
、
手
紙
で
の
謝
罪

し
か
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
出
所
後
、
被
害
者
ご

遺
族
の
元
へ
行
き
、
誠
意
あ
る
謝
罪
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
身
勝
手
な
行
動
で
被

害
者
の
方
、
ご
遺
族
、
周
り
の
方
、
そ
の
他
大

勢
の
方
々
に
一
生
消
え
る
こ
と
の
な
い
、
消
す

こ
と
の
で
き
な
い
深
い
傷
を
負
わ
せ
、
大
変
な

迷
惑
も
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
が
償
い
に

な
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ご
遺
族
の
気
持

ち
を
考
え
、
自
分
に
出
来
る
精
一
杯
の
償
い
を

自
分
の
生
涯
を
掛
け
て
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
し
た
こ
と
は
、
殺
人
と
一
緒
だ

と
思
い
ま
す
。
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
皆
様
、
ど
う
か
私

の
よ
う
な
殺
人
者
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
命

を
始
め
、
大
勢
の
人
達
の
命
を
握
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
飲
酒
、
無
免
許
運
転
は
事
件

を
起
こ
し
て
当
然
な
の
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
守
り
、
事
故
の
無
い
世
の
中
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
今

一
度
ご
自
身
の
運
転
を
見
直
し
、
一
人
ひ
と
り

が
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、
安
全
運
転
を

心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
・
Ｓ
会
社
員
（
26
歳
）

㈶
東
京
交
通
安
全
協
会
「
贖
い
の
日
々
」
よ
り

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

「
も
し
、
そ
の
交
通
事
故
の
加
害
者
が
自
分
だ
っ
た
ら
」。

明
日
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
、
遺
族
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

広
報
「
お
う
む
」
で
は
、
実
際
に
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
た
人
の
手
記
を
紹
介
し
、

交
通
事
故
防
止
へ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

STOP！交通事故

そ
の
交
通
事
故

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら

第
23
回冬になり毎日のように交通事故

のニュースが流れるようにな
りました。交通事故のニュースを見
ると、辛く悲しい気持ちになります。
交通事故は予期せずに起こってしま
うものであり、どのような方であっ
ても、交通事故の被害者・加害者に
なる可能性があります。そこで、今
回は交通事故の加害者が負う法的責
任について考えてみたいと思いま
す。

交通事故の加害者が負う法的責任
は３つあると言われています。①刑
事責任②民事責任③行政上の責任で
す。ご存知でしたか？よく３つの責
任を混同してしまいがちなのです
が、別々に考えた方が良い場面も多
くあるので、ぜひ知っておいてくだ
さいね。

たとえば、普通自動車の運転者
が、不注意で赤信号を見落としてし
まい、横断歩道を歩行中の歩行者と
接触し、歩行者が全治１ヶ月の怪我

を負ったという事案があったとしま
す。

この場合、まず過失運転致死傷
罪（自動車運転処罰法５条）という
犯罪を犯したことに対して刑罰（７
年以下の懲役または禁固もしくは
１００万円以下の罰金）を受けなけ
ればなりません（事故態様によって
は別の罪に問われることもありま
す）これが①刑事責任に当たります。

次に、②民事責任というのは、損
害賠償責任のことをいいます。

この事案の場合、自動車を運転し
ていた加害者が被害者である歩行者
に対して、被害者が負った損害につ
いて賠償する責任を負います。たと
えば、被害者が全治１ヶ月の怪我を
負っているので、治療費や通院交通
費、慰謝料、怪我で仕事を休まなけ
ればならなくなったのであれば減収
分、後遺症が残った場合は後遺障害
に関する損害などについて、加害者
は賠償しなければなりません。

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277
3 月 6 日㈫ 13 時～ 16 時 地域交流センター 2 階会議室

最後に、③行政責任は、治安維持
のために行政官庁が課すことになる
法的責任のことをいいます。今回の
事案では、加害者は、点数によって
処分内容は異なりますが、反則金を
支払わなければならなくなったり、
免許停止、免許取消などの処分を受
けることになります。これらの処分
は刑罰とは異なるものです。

このように交通事故が起きると、
被害者に辛い思いをさせるだけでは
なく、加害者が大きな責任を負うこ
とにもなります。特に冬場は路面の
凍結などで事故が起こりやすいで
す。くれぐれも交通事故が起きぬよ
う慎重に運
転してくだ
さいね。

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 70 回 】

今月の担当

子育て支援センターだより 子育て支援センター（若草保育所内） ☎ 84 ‐ 4366

寒さも一層厳しくなりましたがいかがお過ごしですか？
この時期はインフルエンザや胃腸炎の流行が聞こえ、つい家に閉じこもり

がちになりますが、子どもも大人もそれでは心が元気になりません。
 マスクの着用、手洗いうがいの徹底など家族で予防対策をしっかり行ったう
えで、冬ならではの体験を楽しみましょう。

長岐 和恵 弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

※申込みは不要です。当日、当センターで受付してください。
※上靴を持参し、保護者同伴でお越しください。
※途中から参加する場合は、来所時に職員へ声をかけてください。

2 月 16 日㈮は助産師講
話「タッチケア」を行い
ます。

参加申し込みは保健福
祉課保健係（84 － 2023）
または、子育て支援セン
ターまで。

2 月 22 日㈭は「乳児相
談」を行うため午前利用
はできません。

～ お 知 ら せ ～
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「
人
と
話
す
の
は
苦
手
な
ん
で

す
。
自
分
を
変
え
た
い
、

少
し
で
も
自
信
を
持
て
た
ら
と
思
い

切
っ
て
接
客
業
の
ス
タ
ン
ド
で
働
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
」。

平
成
27
年
よ
り
勤
務
し
、
主
な
業

務
は
お
客
様
の
車
へ
の
給
油
作
業
を

し
て
い
ま
す
。「
当
初
は
お
客
様
の

お
顔
や
お
名
前
、
品
物
な
ど
を
覚
え

る
の
に
必
死
で
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

「
仕
事
を
始
め
て
1
年
く
ら
い
が

経
っ
た
と
き
に
、
お
客
様
に
、
名
前

を
覚
え
て
も
ら
い
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
時
は
、
う
れ
し
く
て
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
か

ら『
い
つ
も
あ
り
が
と
う
』『
頑
張
っ

て
』
な
ど
の
励
ま
し
の
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
る
こ
と
で
、
苦
手
だ
っ
た

話
す
こ
と
に
少
し
ず
つ
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
近
は
経
理
な
ど
の
事
務
業
務
に

も
関
わ
る
よ
う
に
な
り
「
先
輩
や
上

司
に
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
メ
モ
に

取
り
、
自
分
の
言
葉
で
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
て
、
い
つ
で
も
一
目
で
理
解
で

き
る
よ
う
に
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ
て
い

ま
す
」
と
新
し
い
こ
と
に
も
工
夫
し

取
り
組
み
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
と
っ
さ
に
動
け

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
上
司
の
よ

う
に
い
つ
も
落
ち
着
い
た
対
応
が
出

来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」。

ま
た
、
旅
行
に
行
く
こ
と
が
好
き

だ
と
い
う
淡
路
さ
ん
。「
普
段
は
道

内
旅
行
で
す
が
、
い
ず
れ
は
海
外
に

も
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
ス
ペ
イ
ン

の
サ
ク
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
見
て
み

た
い
で
す
ね
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ホクレン雄武給油所勤務

淡
あ わ じ

路 奈
な な

々 さん
（本町）

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

てしま

しずくちゃん
おの

ゆりなちゃん
やまもと

りんちゃん
むらた

じんくん

バ
レ
リ
ー
ナ
の
先
生

デ
ザ
イ
ナ
ー

イ
ル
カ
の
調
教
師

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

Art Museum
小さな美術館 ～雄武小学校～

海鉾 陽向 くん

※学年はすべて 2 年生

私
は
台
所
に
立
つ
こ
と
が
好
き
で

よ
く
料
理
を
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
魚
を
捌
く
の
は
下
手
く

そ
で
す
が
、
そ
の
お
い
し
さ
は
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
。
東
京
に
住
む
妹
も

雄
武
の
魚
は
格
別
だ
と
言
い
ま
す
。

冬
の
食
べ
物
の
代
名
詞
で
あ
る
「
い

ず
し
」
は
暖
か
い
地
方
の
方
々
に
は

大
好
評
で
す
。「
い
ず
し
」
に
つ
い
て

調
べ
て
み
る
と
語
源
は
「
飯
鮓
（
い

い
ず
し
）」「
魚
鮓
（
い
お
ず
し
）」
の

転
訛
（
て
ん
か
＝
言
葉
の
も
と
も
と

の
音
が
な
ま
っ
て
変
わ
る
こ
と
）
の

２
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。
北
海
道
か

ら
北
陸
の
海
岸
沿
い
の
地
域
で
作
ら

れ
る
「
な
れ
ず
し
」
の
一
種
の
い
ず

し
は
麹
を
使
っ
た
乳
酸
発
酵
食
品
で

す
か
ら
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
を
多
く
含
み
血
行
を
促
進
し

て
代
謝
を
上
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

魚
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
雄
武

の
牛
肉
も
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

ア
ン
ガ
ス
牛
は
２
年
前
か
ら
う
ま
い

も
ん
ま
つ
り
で
提
供
し
始
め
ま
し
た

が
、
お
客
様
に
も
大
好
評
で
す
。
お

肉
は
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
協
同
組
合

さ
ん
・
雄
夢
さ
ん
・
ア
グ
リ
フ
ァ
ー

ム
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
用
意
を

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
雄
武

の
牛
肉
が
普
段
使
い
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
の
に
な
と
常
々
考
え
て

は
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
肉
じ
ゃ
が
も

豚
肉
を
使
う
こ
と
が
多
い
北
海
道
で

す
。
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。西
日
本
で
は
肉
じ
ゃ

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊 ～活動レポート～

が
は
牛
肉
が
定
番
な
の
で
価
格
も
安

め
で
す
。
す
き
焼
き
も
関
西
。
ザ
ラ

メ
を
使
っ
た
す
き
焼
き
は
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。
し
か
し
、
雄
武
の
肉

も
負
け
て
い
ま
せ
ん
。
雄
夢
さ
ん
の

粗
挽
き
ひ
き
肉
は
と
て
も
ク
オ
リ

テ
ィ
が
高
く
お
い
し
い
で
す
。
ハ
ン

バ
ー
グ
に
も
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
に
も

ぴ
っ
た
り
合
う
ひ
き
肉

で
す
。
お
肉
自
体
は
雄

武
産
以
外
の
も
の
も
多

い
の
で
し
ょ
う
が
、
仕

入
れ
の
方
の
目
が
肥
え
て
い
る
ん

だ
ろ
う
な
と
想
像
で
き
ま
す
。

近
年
は
そ
こ
に
神
門
さ
ん
の
韃

靼
そ
ば
や
ひ
ま
わ
り
さ
ん
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
も
仲
間
入
り
。
栄
丘

で
は
パ
ン
焼
き
も
や
っ
て
い
ま

す
。
老
舗
の
飲
食
店
も
多
く
、
雄

武
の
う
ま
い
も
ん
は
着
実
に
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
観
光
に

使
わ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

年
は
そ
う
い
う
雄
武
の
お
い
し
い

も
の
を
上
手
に
、
訪
れ
る
方
に
提

供
で
き
る
方
法
を
観
光
協
会
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

地域おこし協力隊

佐
さ と う

藤 寧
やすし観光推進

支援員

「こものいれ」

片川 世菜 さん「ほうせきせっけんと
せっけんおき」

松田 結愛 さん「たまごのから絵」

小野 心波 さん「はたおり」

石井 日菜 さん

「しゅうじ」
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1日木 全校集会 3年家庭学習期間～27日火

2日金 1，2年フェスタ

13日火 学年末考査 ～16日金

22日木 進路ガイダンス（2年）

28日水 卒業式予行、同窓会入会式

第 251 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉オムイ塾に３名参加
雄武小学校で1月9日から4日間にわたり行わ
れたオムイ塾には、本校1年生2名と3年生1名が、
小学生に対しての学習支援を行いました。児童が
各自で用意した学習課題に対して、やさしく、わ
かりやすく教える姿がありました。3年間オムイ塾
に参加した3年内宮千歳くんは「小さい子に教え
ることはとても難しかった。また、小学校の先生
方とのコミュ
ニケーション
が勉強になり、
今後の自分に
とてもプラス
になった」と
語りました。

❖編集後記

Editor's note

◉全校百人一首大会
25日㈭国語の授業の一環として5年前から始
まった全校百人一首大会が行われました。
7グループに分かれ、1グループ9人で個人戦
を行います。授業で取り組んできた成果を発揮
し、上位入賞を目指しました。また、３年生と
の授業での交流は最後になりましが、思い出に
残る素敵な行事でした。

OUMU High School
２
月
の
行
事
予
定

▼寒空の中で行われた出初式には多
くの団員が参加していました。白い
息を吐きながらも粛々と行われる行
進に何度もシャッターを切りました
が、団員の後に続く真っ赤な消防車
両の数々もまた圧巻でした。皆さま
も機会があればぜひご覧ください。

（内宮）
▼めだか塾で行われた下敷きスキー
大会。子どもたちの柔軟な発想で、
独自の重りの付け方を編み出してい
ました。また、育成会の人たちもス
キー作りに参加。子どもたちと一緒
に飛距離を競いあい、年齢に関係な
く楽しい交流になったようでした。

（結城）

375 便 羽田発 10：20 → 紋別着 12：05
376 便 紋別発 12：45 → 羽田着 14：40

オホーツク紋別空港ダイヤ

お得な料金プラン

旅割
空席予約数と予
約日により運賃
が変わります。

ｽﾏｰﾄｼﾆｱ空割 17,790 円～
ｽﾏｰﾄ U25 19,290 円～

※ 羽田空港施設利用料金 290 円が別
途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 11：40
紋別空港着 12：04
紋別空港発 12：15
紋別バスターミナル着 12：39

2 月 7 日㈬ ♡仲良し親子教室    10：00 ～

8 日㈭ ♡若草保育所解放日      9：30 ～

9 日㈮ ♡仲良し親子教室    10：30 ～

10 日㈯ ☆バレンタインチョコ作り   9：30 ～

14 日㈬ ♡仲良し親子教室    10：00 ～

15 日㈭ ◉乳幼児健康診査    12：30 ～

☆けん玉検定    16：00 ～

16 日㈮ ♡仲良し親子教室「助産師講話」
（タッチケア）     10：00 ～

☆一輪車検定 16：00 ～

17 日㈯ ☆一輪車検定 10：00 ～

☆卓球教室 14：00 ～

19 日㈪ ♡仲良し親子教室    10：00 ～

20 日㈫ ♡若草保育所解放日   9：30 ～

21 日㈬ ☆仲良し親子教室「骨盤体操」10：30 ～

22 日㈭ ♡乳児健康相談   9：00 ～

23 日㈮ ☆仲良し親子教室 10：00 ～

24 日㈯ ☆スポーツ大会 10：00 ～

26 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

27 日㈫ ♡読み聞かせフムフムの会 11：00 ～

28 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

3 月 2 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

3 日㈯ ☆ 6 年生を送る会                  10：00 ～

5 日㈪ ♡仲良し親子教室          10：00 ～

開
催
場
所

◉
役
場

♣
町
民
セ
ン
タ
ー

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
児
童
セ
ン
タ
ー

♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（服部医師）

毎週月～水曜日の診療となります。
12日㈪は祝日のため休診となります。

内 科
（高井医師） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・整形外科
（桂巻院長）

16日㈮午後は不在となります。
※毎日10時30分～11時30分までは病棟回診時間のため、受
付時間は午前が10時30分まで、午後は正午からとなります。

小 児 科
13日㈫、26日㈪は1日診療(午前診療、午後予防
接種)、金曜日が午後のみ診療となります。
12日㈪は祝日のため休診となります。

耳鼻咽喉科 毎週木曜日の午後のみ診療となります。

イベントカレンダー

国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
出戸 美

み う
海（猛雄・美香／女／曙）

鈴木 依
い と

采（規正・美香／女／潮見町）
山口 幸

ゆきの
乃（希・なつみ／女／新沢木）

♡末永くお幸せに（婚姻）
高橋 孝汰（曙）・大澤 エリカ（曙）
◉お悔やみ申し上げます（死亡）

市川やす江 	83 歳（新日の出町）
川村 好文 	82 歳（潮見町）
小川 次雄 	80 歳（潮見町）
宇野 定雄 	87 歳（潮見町）
長田 正一 80歳（東浜町）
長谷川文子 	67 歳（末広町一区）
内藤 肇昭 	56 歳（北浜町）
小川 テル 	77 歳（魚田）
山田 ハナ				86 歳（末広町一区）

☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）
 2月 22日㈭ 雄武町民センター
	優良運転者講習 12：30～ 13：00
	一般運転者講習 13：20～ 14：20

☞ 人口と世帯数（1 月 31 日現在）※住民基本台帳人口

☞ 戸籍の窓口（12 月 21 日～ 1 月 31 日届け出分）※敬称略

☞ 寄付（12 月 21 日～ 1 月 25 日受付分） ※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
小川 誠一（魚田）
永山 孝一（元沢木）
◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
北海道新聞石井販売所（新日の出町）

2月22日㈭ 9：00～ 15：00		
紋別市民会館

☞ 役所への苦情、意見、相談 ☎ 84-3402
行政相談所 2月13日㈫ 13：30～ 15：30
役場町民ホール 行政相談委員 近江谷 春夫

人 口 4,501 人（日本人 4,342人、外国人159人）
（前月比 12 人減 / 前年比 39 人減）

男 2,126 人（日本人2,079人、外国人 47人）
（前月比 4 人減 / 前年比 20 人減）

女 2,375 人（日本人2,263人、外国人112人）
（前月比  8 人減 / 前年比 19 人減）

世帯数 2,215 戸（日本人2,061戸、外国人146戸）
（前月比 2 戸減 / 前年比 1 戸増）

◎診療時間 8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

防災行政無線が聞き取れなかった時は
８４－２５２３
テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

☞ おわびと訂正
広報 1月号に誤りがありましたので訂正するとと
もに、関係者の方々に深くおわび申し上げます。
25ページ 小さな美術館
（正）一輪車に乗ったぼく			門傳 蒼人 くん

		サーブをする自分 門傳 悠人 くん

（誤）一輪車に乗ったぼく 門傳 悠人 くん
	 	サーブをする自分 門傳 蒼人 くん
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雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、 ― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ― 励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）
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一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

 昭和 46 年 3 月 19 日制定
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